






































































































































































もろもろを差し引くとデザイナーのフィー は１円 / セット。
結果的には１億人の人がこれを求めたが、すぐにマネさ
れてしまうので、最初のデザインの商品を買ったのは

































































































































ば、平日は 10 カ所、週末は 2，30 箇所で活動している。
そして、年に２回全ての活動団体が集まるようなフェス
ティバルを開いたらいいのではないかと思います。そう
すれば、人がもっと集まるのではないでしょうか。そこ
から、カフェや雑貨屋をやりたいと言う若者が集まって
くると思います。
　このように、人が集まってくれば、お店も増えるので
はないでしょうか。お店をつくって人を集めようとするの
は、今までのやり方でこれからは、人が人を呼ぶという
風にやっていくのがいいのではないのかと思います。
●コミュニティデザインの役割
　戦後、公共空間があまりつかわれなくなりました。そ
れは、コミュニティー がなくなっていったからです。これ
からは、新しくテーマで集まってくるコミュニティー をつく
る仕組みをつくっていかなくてはならないとも思います。
それがコミュニティー デザイナーの役割ではないでしょう
か。デザイナーは、社会の問題をきちんと掴まないとい
けません。それを、美しく解決すれば、また仕事が来ます。
公共的な事業でつながりを持ったコミュニティー 同士で、
助け合いつながりが出来ます。このような関係性を作る
ことが最終的な目標です。コンサルタントやシンクタンク、
政治家などとは違うクリエイティブな解決が出来るのは
デザイナーだけではないのでしょうか。
●質疑応答
Q1: レストランをやっているが、仕事をサボってきて良
かった。５つほどやるべきことがみつかった。10 年ぐら
い食っていけそうな気がする。（感想）
Q2: 石川で建設コンサルタントをしている。「デザイナ 」ー
と「プランナ 」ーの違いについて山崎さんのお考えを聞
かせていただきたい。
A2: 建設コンサルタントは計画と設計が分かれている。
これは発注側である行政の都合によるところが大きい。
本来は計画と設計は一体ものであるべきだが、行政が仕
事をする手順で分かれてしまっている。計画、基本設計、
詳細設計がデザインの手順のように思われてしまってい
るが、何れも頭に入れて進めたほうがいい。これからこ
の仕事をする人には計画論についても学んでほしい。
Q3: 不動産屋を経営している。駅前で空き店舗の活用
を考えているが、延岡市では活動団体の受け皿である
空き店舗等の費用はどのようにしているのか？
A3: 我々のフィー は行政からいただいている。空き店舗
の価格交渉は商店街の人たちがおこなってくれた。最初
は「こんなことやっても無駄だ」といわれたが、要職に
ある方々にワークショップを見に来てもらい、市民の参
加者がどんどん増え、熱い議論をしていることを目の当
たりにしてからは、要職にある方々が積極姿勢に変わり、
商店街全体も変化した。どんなムーブメントをおこし、
どこから攻めていくのかという戦略が大事。
以上
